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数理物質科学研究群における論文博士の制度について 

 

 論文博士は、学校教育法第百四条第四項及び学位規則第四条第二項を根拠として、在学生でな

くても、博士の学位を授与された者と同等以上の学力があると認める者について、博士の学位を授

与する制度です。 

 

＜審査の要件＞ 

審査を願い出ることができるのは、次のいずれかに該当する者です。 

（１） 研究群博士後期課程に３年以上在籍し、所定の単位を修得後退学し、退学から５年以内の者 

（２） 数理物質科学研究科博士後期課程又は３年制博士課程に３年以上在籍し、所定の単位を修

得後退学し、退学から５年以内の者 

 

＜学位授与までの流れ＞ 

予備審査（学位プログラム/サブプログラムに申請） → 予備審査合格 → 学位論文及び申請書

類を提出 → 研究群・学術院で論文受理 → 論文審査＆公聴会（学位プログラム/サブプログラ

ムで実施） → 研究群・学術院で論文認定 → 認定月の月末付けで学位授与 

☆学位記の交付は９月及び３月の授与式で行われます。 

 

＜申請書類＞ 

・学位論文（仮製本）      １冊 

・学位申請書（様式 数理１－２Ａ）    １通 

 ⇒特例（次頁参照）により審査手数料が免除になる場合は「様式 数理１－２Ｂ」を使用すること 

・論文概要       ２通（１部はコピーで可） 

・論文目録（様式 数理２）     ２通（１部はコピーで可） 

・履歴書（様式 数理３）     ２通（１部はコピーで可） 

・インターネット公表に関する申出書（様式 数理１０－２）  ２通（１部はコピーで可） 

・論文の要約（インターネット公表に支障がある者のみ）※１ １通 

・論文公正に関する確認書（数理様式１３－２）※２  １通 

・学位論文審査手数料の領収書（所定の台紙に貼付）  １通 

 ⇒特例（次頁参照）により審査手数料が免除になる場合は提出不要 

・論文全文ＰＤＦ及び論文の要約ＰＤＦ※３の入った CD  １部 

※１ 論文の要約は、インターネットで論文全文を公表することに支障がある者が、全文の公表に代えて公表するも

のです。概要と同様で支障がない場合には、概要のタイトルを「博士論文の要約」としたものを提出することでもよい。 

※２ 剽窃調査はチェックツール「iThenticate」により行います。本学教員に相談して調査を行うこと。 

     iThenticate ログイン http://www.ithenticate.com/ 
研究倫理教育の受講が必須です。（「APRIN e ﾗｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（eAPRIN)」又は「eL CoRE」を推奨） 

   在学中に受講済の場合、再度受講する必要はありません。 

※３ 論文の要約ＰＤＦはインターネット公表に支障があると申請する者のみ提出  

 

http://www.ithenticate.com/
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＜手数料＞ 

５７，０００円 

※手数料の払込票と領収書の貼付台紙は数理物質エリア支援室大学院教務にてお渡しします。 

 

＜特例について＞ 

 退学後３年未満のものについては、課程博士に準ずる論文審査基準が適用されます。また、

学力の確認が免除されます。 

 

 退学後１年未満のものは審査手数料が免除されます。 

 

＜その他注意＞ 

・審査の願出時に提出する論文は仮製本で差し支えありません。 

・予備審査は、各学位プログラム/サブプログラムでの対応となりますので、各学位プログラム/サブ

プログラムにお問い合わせください。 
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数理物質エリア支援室大学院教務 

つくば市天王台１－１－１ １Ａ棟３階 
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